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守 殿 貞 夫
大阪医科大学泌尿器科学教室
高 崎 登
～司 会 者 と して～
近年,一 般の人々の男性不妊およびインポテンス(IMP)に対する関心がきわめて高くなっている.これに対
し,泌尿器科医はどこまで対応 しているのか,あ るいはできるのか.こ の点を中心に両テーマにつき討論して頂
いた.













IMPの診断(金子)で は機能的 と器質的IMPの 鑑別が重要である。陰茎血流動態を調べるpenilebrachial




IMPの非外科的治療(小 谷)の うち,機 能的IMPに 対する薬物療法や心理療法はそれぞれにおいてその効
果には限界があ り,問題点のあることが指摘された.現段階では機能的,器 質的IMPに は陰圧吸引法が第一選
択であり,それが無効の場合に陰茎海綿体へのプロスタグランディンEの注射が適用される.
IMPの外科的治療(上 野)と しては,原 因療法として動脈性IMPに 対する血行再建術,静 脈性IMPに 対




述べた.詳細は,以 下の5名 の講師の先生方の報告のとお りである.
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